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観 点

○小数及び分数の意味と表し方を理解するとともに，計算のしかたなどを考察する力を育む活動（第４学年）
取扱内容 ・ポットに入る水の ・やかんに入ってい ・１Ｌマスに入って ・ペットボトルに入 ・サイクリングコー ・ペットボトルに入

かさの表し方を考 る水のかさの表し いる水のかさの表 っている水のかさ スの道のりを求め っているジュース
学習指導要領の総則及 える 方を考える し方を考える の表し方を考える る のかさの表し方を
び各教科の目標，内容 ・２本のテープを合 ・二つの水筒に入っ ・木の周りの長さの ・紅茶と牛乳を合わ ・テープの長さを求 考える
等 わせた長さを求め ているお茶を合わ 表し方を考える せた量を求める める ・リボンの長さを求

る せた量を求める める
○平面図形について理解するとともに，図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し，考察する力を育む活動（第４学年）
・四角形を仲間分け ・点と点を結んで四 ・地図記号から平行 ・四角形を仲間分け ・点を結んで四角形 ・四角形を仲間分け
する 角形を作る な直線を見つける する を作る する

・平行四辺形のかき ・平行四辺形のかき ・身の回りから台形 ・平行四辺形のかき ・コンパスを使って ・平行四辺形のかき
方を考える 方を考える を探す 方を考える 平行四辺形をかく 方を考える

○量の概念について理解するとともに，身の回りにあるものの特徴を量に着目して捉え，量の単位を用いて的確に表現する力を育む活動（第２学年）
・鉛筆の長さを比べ ・同じ長さのしおり ・長さを同じテープ ・しおりの長さをも ・こぶしを使っても ・テープを使っても
る方法を考える を作る方法を考え のいくつ分で表す のを使って表す のの長さを比べる のの長さを比べる

・はがきの横の長さ る ・はがきの横の長さ ・はがきの横の長さ ・はがきの横の長さ ・はがきの横の長さ
を測る ・はがきの横の長さ を測る を測る を測る を測る

を測る
○表やグラフに表す技能を身に付けるとともに，伴って変わる二つの数量やそれらの関係に着目し，変化や対応の特徴を見いだして，二つの数量の関係を表や式を用いて考察する力を育む活動（第５学年）
・直方体を積み重ね ・水槽に水を入れる ・リボンの長さと代 ・直方体を積み重ね ・レンガと植木鉢の ・直方体を積み重ね
てできた直方体の 時間と水の深さの 金の関係を表に表 てできた直方体の 積む数と全体の高 てできた直方体の
高さと体積の関係 変わり方を表に表 す 高さと体積の関係 さの関係を表に表 高さと体積の関係
を表に表す す ・正方形の１辺の長 を表に表す す を表に表す

・正方形の数と棒の ・リボン１ｍの代金 さと周りの長さの ・表や式のよさにつ ・和暦と西暦の関係 ・二つの量の関係を
数の関係を式に表 を数直線図を使っ 関係について考え いて話し合う について調べる 表す方法を考える
す て式に表す る

○度数分布を表す表を理解するとともに，身の回りの事象から設定した問題について，目的に応じてデータを収集し，データの特徴や傾向に着目して適切な
手法を選択して分析を行い，それらを用いて問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察したりする力を育む活動（第６学年）

・データから，長縄 ・10年前と今年の児 ・新体力テストの結 ・どちらのクラスが ・大縄跳びの３チー ・データを基にどち
の８の字跳び大会 童のどちらが本を 果のデータから代 本をよく読んだか ムのデータから， らを代表チームに
の優勝クラスを予 よく借りていると 表値を求める 決める方法を考る 代表チームの決め するとよいか考え
想する 言えるか考える ・ソフトボール投げ ・日本の年齢別人口 方を考える る

・日本の年齢別人口 ・３人の中から代表 の結果のデータを について二つのグ ・データのちらばり ・日本の年齢別人口
について二つのグ 選手を１人選ぶた 度数分布表に表す ラフを比べて考え の様子をグラフに について二つのグ
ラフを比べて考え めにデータを表や る 表す ラフを比べて考え
る グラフに整理する る

○主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応（第６学年）
・学習課題を設定 ・学習課題を設定 ・学習課題を設定 ・学習課題を設定 ・学習課題を設定 ・比例の考えを使っ
し，見通しをもた し，見通しをもた し，見通しをもた し，見通しをもた し，見通しをもた て画用紙の枚数を
せる せる せる せる せる 求める方法を考え

・既習の計算との違 ・図や式，言葉を使 ・紙の枚数を数えな ・10のまとまりを基 ・データの分類整理 る
いを考える って考えを筋道立 いで調べる方法に に解決の方法を考 の仕方について話 ・考えの共通点を整

・考えの相違点につ ててかく ついて考える える し合う 理して振り返る
いて話し合う ・式を見直してきま ・比例しているかに ・考えの相違点につ ・分析の仕方につい （比例）

（分数の乗法，除法） りを見つける ついて話し合う いて話し合ったり て説明する
（分数の乗法，除法）（比例） する （データの考察）
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（比例）
○系統的・発展的に学習できるような工夫（第１学年）

内容の構成・排列， ・10とあといくつか ・和が10以下の加法 ・繰り上がりのない ・10のまとまりを作 ・短針に着目して時 ・10を作る計算や10
分量等 を数える学習の後 の学習の後に，１ ２位数と１位数の って計算する学習 計を読む学習の後 より大きい数など

に，10を単位とし 位数＋１位数で繰 加法の学習の後に， の後に，１位数＋ に，長針に着目し の既習事項を確認
て数の大きさをみ り上がりのある加 簡単な２位数の減 １位数で繰り上が て時計を読む学習 する学習の後に，
る学習 法の学習 法の学習 りのある加法の学 １位数＋１位数で

習 繰り上がりのある
加法の学習

○内容の分量（前回の教科書からの増量）
・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年
174ページ(約２％減) 182ページ(約３％増) 214ページ(約７％増) 190ページ(約４％増) 196ページ(約10％増) 198ページ(約１％減)

・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年
252ページ(約３％減) 251ページ(約３％増) 316ページ(約８％増) 286ページ(約１％増) 276ページ(約７％減) 308ページ(約６％増)

・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年
280ページ(約７％減) 271ページ(約３％増) 330ページ(約８％増) 310ページ(約３％増) 282ページ(約７％減) 324ページ(約７％増)

・第４学年 ・第４学年 ・第４学年 ・第４学年 ・第４学年 ・第４学年
308ページ(約５％減) 295ページ(約３％増) 350ページ(約６％増) 358ページ(約２％増) 298ページ(約７％減) 346ページ(約４％増)

・第５学年 ・第５学年 ・第５学年 ・第５学年 ・第５学年 ・第５学年
296ページ(約５％減) 293ページ(約１％増) 364ページ(約８％増) 314ページ(約１％増) 284ページ(約７％減) 330ページ(約２％増)

・第６学年 ・第６学年 ・第６学年 ・第６学年 ・第６学年 ・第６学年
270ページ(約４％減) 273ページ(約１％増) 316ページ(約６％増) 292ページ(約６％増) 274ページ(約９％減) 300ページ(約５％増)

○学習意欲を高める工夫
使用上の配慮等 ・「つないでいこう ・単元の導入コーナ ・「見方・考え方」 ・身近な題材から算 ・「学びをいかそう」・単元アプローチと

算数の目」や「算 ーで，児童自身が を児童が使いたく 数の問題を発見す で算数を学ぶ意義 して，ストーリー
数マイノートを学 問題や疑問を見い なるよう「考え方 るなど，学ぶ意義 を感じられる題材 性やビジュアル性
習に生かそう」で， だす題材を扱う モンスター」とし を感じ，目的意識 を取り扱う のある導入ページ
次に学習使してみ （全学年） て紙面に具現化 をもって取り組め （全学年） を設けて学習の課
たいことを想起す ・「ふくろう先生の （全学年） る教材や活動を示 ・「わくわくＳＤＧ 題を自ら見つけら
る子どもの姿を例 なるほど算数教 ・「算数をつかって」 す「きっかけ」ペ ｓ」でエネルギー れるようする
示 室」で，算数が社 でこれまで学んで ージを設定 の利用など社会に （全学年）

（全学年） 会で生かされてい きた学習内容や解 （全学年） おける答えが１つ ・「なるほど算数」
・コラム「ますりん ることを実感でき 決の仕方を活用し ・各単元の終わり に定まらない問い で算数につながる
通信」で，算数の るよう，算数を生 てＳＤＧｓに関連 に，学習したこと に対して算数を使 数学界の偉人や伝
学習に関連する多 かして仕事をされ した題材に取り組 を使って取り組む って取り組み，自 統的な和算の紹介
方面からの話題や ている方へのイン むことができるよ 活動を示すページ 分たちに何ができ などの算数に関す
見方・考え方など タビューを掲載 うにする を設定 るかを考える る豆知識的なコラ
を取り上げる （第３～６学年） （全学年） （全学年） （第３～６学年） ムを掲載

（第２～６学年） （全学年）
○主体的に学習に取り組む工夫
・吹き出しで子ども ・巻頭の「算数の学 ・身の回りの生活の ・単元の導入で，身 ・児童から「めあて」・「算数マイトライ」
がよりよく問題解 び方」で，問題解 中や，算数の学習 近な題材から算数 が引き出せるよ で理解度，学習の
決しようとする姿 決型学習の流れを の中から問題を発 の問題を発見し， う，児童の「問い 目的に合わせて様
や発展的に学習し 示すとともに，学 見することができ 目的意識をもって や気付き」を「め 々なジャンル・難
ようとする姿を例 習したことを生活 るよう「？を発見」 数学的活動に取り ばえ」として掲載 易度の問題を掲載
示 に生かそうとする のページを設定 組めるようにする （第２～６学年） （第２～６学年）

（全学年） 様子や発展的に問 （全学年） （全学年） ・児童自らが単元全 ・「使ってみよう」
・日常生活と学習場 題を見いだす様子 ・次の学びへの関心・ ・単元末で，学習し 体の学習を振り返 で作業的・体験的
面を関連付け，学 を掲載 意欲が高まり，真 たことを日常場面 り，生かしていけ な活動や学習した
習することの意義 （全学年） 理を求める態度を に活用し，「何が るよう，「たしか ことを実際の場面
や等学習内容の有 ・単元や毎時の導入 養うことができる できるようになっ めよう・ふりかえ に活用する活動の
用性を実感できる で，児童が問題や よう「つながり たか」実感できる ろう・やってみよ 充実
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ようにする 疑問を見いだせる の？」を設定 ようにする う」を設定 （全学年）
（全学年） 題材を掲載 （全学年） （全学年） （第２～６学年）

（全学年）
○使用上の便宜
・視認性の高いＵ ・見やすく読みや ・全面的にＵＤフ ・ＵＤデジタル教 ・識別がしやすい ・視認性の高いＵ
Ｄ教科書体を使 すいＵＤフォン ォントを使用 科書体を使用 ＵＤフォントを Ｄフォントを教
用 トを使用 （全学年） （全学年） 使用 科書体やゴシッ

（全学年） （全学年） ・目に優しく判別 ・識別しやすい配 （全学年） ク体にも採用
・カラーユニバー ・色覚の特性によ のしやすい色を 色を使用し図版 ・色覚の特性によ （全学年）
サルデザイン， らず情報が読み 使用 に色名を付記 らず学びやすい ・図形に使う色数
余白を生かした 取れる配色を使 （全学年） （全学年） 配色を使用 を抑え，目に優
紙面デザイン 用 （全学年） しい色を使用

（全学年） （全学年） （全学年）
〇地域素材

指導上の配慮等 ・北 海 道 の人 口や ・ 北 海 道 の人 口と ・ 北 海道 の 人口 や ・ 大雪 ク リス タ ル ・ 北 海 道の 人口 や ・ 北 海道 の 人口 や
札 幌 市 か ら 旭 川 面積 面積 ホ ー ル モ ニ ュ メ 面積 面積
市までの道のり （第５学年） （第４，５学年）・ ントの写真 （第４学年） （第４・５学年）

（第４学年） ・ 北 海 道 に関 わる ・ 北 海道 に 関わ る （第３学年） ・ 北 海 道に 関わ る ・ 北 海道 に 関わ る
・北 海 道 に関 わる 問題文や写真 問 題 文 や 写 真 ， ・ 旭川 市 周辺 の 地 問 題 文 や 写 真 ， 問 題 文 や 写 真 ，
問 題 文 や 写 真 ， （ 第 ３ ，４ ， ６ 学 マーク，気温等 図 マ ー ク ， 表 ， グ マーク，表等
地図等 年） （ 第 ３， ５ ，６ 学 （第４学年） ラフ等 （ 第 ２， ４ ，５ ，

（第３～６学年） 年） ・ 北海 道 に関 わ る （ 第 ２ ，４ ，５ ， ６学年）
写真や地図等 ６学年）

（全学年）
〇ＩＣＴの活用
・平面や立体図形 ・数直線・平面や ・立体図形の操作 ・平面や立体図形 ・平面や立体図形 ・平面や立体図形
の操作が自由に 立体図形の操作 ができる操作コ の操作が自由に の操作が自由に の操作が自由に
できる操作コン が自由にできる ンテンツ できる操作コン できる操作コン できる操作コン
テンツ 操作コンテンツ ・解説動画を見て テンツ テンツ テンツ

・練習問題をデジ ・解説動画を見て 考え方を確認可 ・解説動画を見て ・練習問題の答え ・練習問題の答え
タルコンテンツ 考え方を確認可 能 考え方を確認可 を確認可能 を確認可能
上で解答可能 能 能 ・解説動画を見て ・解説動画を見て

・解説動画を見て 考え方を確認可 考え方を確認可
考え方を確認可 能 能
能

〇小・中連携
・目 次 で 「後 の学 ・ 目 次 や 「中 学校 ・目次で記載 ・コラムの一部 ・「 数 学 へ の と び ・マークを記載
習」を記載 の 数 学 で は こ ん （第６学年） （第５，６学年） ら」 （第５，６学年）

（第６学年） なことを学ぶよ」 ・コラムの一部や ・「 数 学 へ の と び （第４～６学年） ・「 も う す ぐ 中 学
・「算数卒業旅行」 で記載 「 中学 校 へ の か ら」 ・「数学へのパスポ 生」
（第６学年巻末） （第５，６学年） け橋」（第６学年）（第６学年巻末） ート」 （第６学年巻末）

・「数学の世界へ」 （第６学年巻末）
（第６学年巻末）

〇既習の学習内容を手掛かりに，進んで問題を解決しようとする態度の育成
本市児童の学習の状況 ・巻 末 の 「ふ りか ・ 巻 頭 の 「ひ らめ ・ 巻 頭の 「 ○年 生 ・ 巻末 の 「学 び の ・ 巻 末 の「 学び を ・ 巻 末の 「 ○年 ま
等 えりコーナー」で き ア イ テ ム 」 で で見つけた見方 ・ マ ッ プ 」 で 既 習 つ な げ よ う 」 で で に 学 習 し た こ

既 習 の 学 習 内 容 既 習 の 学 習 内 容 考 え 方 」 で 前 学 の 学 習 内 容 を 明 既 習 の 学 習 内 容 と 」 で 既 習 の 学
を明示 を明示 年 の 学 習 内 容 を 示 を明示 習内容を明示

（第２〜６学年） （第２〜６学年） 明示 （第２〜６学年） （第２〜６学年） （第２〜６学年）
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・巻 頭 の 「学 びの ・ 巻 頭 の 「算 数の （第２〜６学年） ・ 巻頭 に 「み ん な ・ 巻 頭 の「 算数 の ・ 巻 頭の 「 さあ ，
とびら」で問題解 学 び 方 」で 問 題 ・ 巻 頭の 「 算数 の で 算 数 を は じ め 学 習 の 進 め 方 」 算 数 の 学 習 を は
決的な学習展開紹 解 決 的 な 学 習 展 学 び 方 」 で ， 問 よ う ！ 」 を 位 置 で 問 題 解 決 的 な じめよう！」
介 開紹介 題 解 決 的 な 学習 付け 学習展開紹介 （第２〜６学年）

（第２〜６学年） （第２〜６学年） が展開紹介 （第２〜６学年） （第２〜６学年） ・巻末シートの「学
（第２〜６学年） ・ 問 題発 見 ・ 解 決 び 方 ガ イ ド 」 で

の 過 程 を 「 は て 問 題 解 決 的 な 学
な ？ 」「 な る ほ 習展開紹介
ど ！ 」「 だ っ た （第２〜６学年）
ら ！ ？ 」 の 吹 き
出しで明示

（全学年）
〇根拠を明確にして説明する力の育成
・登 場 人 物に よる ・「ひらめきアイテ ・「算数で見つけた ・ 登場 人 物に よ る ・ 登 場 人物 によ る ・ 巻 末の 「 算数 で
吹 き 出 し で 数 学 ム 」 と し て数 学 い 考 え 方 モン ス 吹 き 出 し で 数学 吹 き 出 し で 数学 使 い た い 見 方・
的な見方・考え方 的 な 見 方 ・ 考 え タ ー 」 を 登 場 さ 的 な 見 方 ・ 考 え 的 な 見 方 ・ 考 え 考 え 方 」 で 数 学
を明示 方を明示 せ 数 学 的 な 見 方 方を明示 方を明示 的 な 見 方 ・ 考 え

（全学年） （第２～６学年） ・ 考 え 方 を 明 示 （全学年） （全学年） 方を明示
・見 方 ・ 考え 方を ・ 巻 頭 の 「算 数の （全学年） ・ 単元 の 前半 で 見 ・ 特 設 単元 「見 方 （第２～６学年）
育む練習問題 大 切 な 考 え 方 」 ・ 各 単 元 末の 「 考 い だ し た 数 学 的 ・ 考 え 方 を 深 め ・「めあて」の近く

（全学年） や 単 元 末 の 「 見 え 方 モ ン ス タ ー な見 方 ・ 考 え 方 よう 」 を 系 統 的 に 「 見 方 ・ 考 え
・ま と め の後 に， 方・ 考 え 方 を た で ふ り か え ろ を 「 つ な が る ミ に配置 方」を配置
さらに理解を深め し か め よ う 」 を う！」を設定 カタ」で顕在化 （第２〜６学年） ・ 見 通し を 立て た
る 補 助 発 問 「 そ 設定 （第２〜６学年） （全学年） り ， 筋 道 立 て て
れなら」を設定 （第２～６学年） 考 え た り す る た

（第２〜６学年） めの 着 眼 点 を 明
示

（第２〜６学年）
〇基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得
・学習 内 容 を踏ま ・ 学 習 内 容を 踏ま ・ 学 習内 容 を踏 ま ・ 学習 内 容を 踏 ま ・ 学 習 内容 を踏 ま ・ 学 習内 容 を踏 ま
えた練習問題 えた練習問題 えた練習問題 えた た し か め 問 えた練習問題 えた練習問題

・単 元 末 の「 学習 ・ 単 元 末 の「 たし ・ 単 元末 の 「で き 題 ・ 単 元 末の 「学 び ・ 単 元末 の 「学 習
のしあげ」で身に か め 問 題 」 で 身 る よ う に な っ た ・ 単元 末 の「 ふ り の ま と め 」 で 身 を た し か に 」 で
付 け た 知 識 ・ 技 に 付 け た 知 識 ・ こ と 」 で 身 に 付 返ろう」「たしか に 付 け た 知 識 ・ 身に付けた知識 ・
能を明確化 技能を明確化 け た 知 識 ・ 技能 め よ う 」 で 身 に 技能を明確化 技能を明確化

（第２～６学年） （全学年） を明確化 付 け た知 識 ・ 技 （全学年） （全学年）
・巻 末 の 「新 しい ・ 巻 末 の 「プ ラス （全学年） 能を明確化 ・ 巻 末 の「 学び の ・ 巻 末の 「 算数 マ
算 数 プ ラ ス 」 で ・ ワ ン 」 で 補 充 ・ 巻 末の 「 もっ と （第２～６学年） サ ポ ー ト 」 で 補 イ ト ラ イ 」 で 補
補充問題を掲載 問題を掲載 算 数 」 で 補 充 問 ・ 巻末 の 「ス テ ッ 充問題を掲載 充問題を掲載

（第２～６学年） （第２～６学年） 題を掲載 プ ア ッ プ 算 数 」 （第２～６学年） （第２～６年）
（全学年） で補 充 問 題 を 掲

載
（第２～６学年）

・第 １ ～ ５学 年分 ・ 第 １ 学 年分 冊， ・全学年分冊 ・ 第１ ， ５， ６ 学 ・ 第 １ ～４ 学年 分 ・ 第 １～ ４ 学年 分
その他 冊，第６学年１冊 第 ２ ～ ６ 学 年 １ 年 １ 冊 ， 第 ２ ～ 冊 ， 第 ５ ， ６ 学 冊 ， 第 ５ ， ６ 学

冊 ４学年分冊 年１冊 年１冊


